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ＩｏＰで　
  もっと楽しく！
   もっと楽に！
　 　もっと儲かる！　
　　　　　農業へ

（３）人材育成部会の進捗状況と今後の取組

人材育成部会長　岩崎　貢三（高知大学理事）



　①ＩｏＰ連携プログラム（修士課程）

　内閣府地方大学・地域産業創生交付金事業「“ＩｏＰ（Internet of Plants）” が導く「Next次世代型施設園芸農業」への進化」
  人材育成部会の取り組み（学生教育［１］）Next次世代教育チーム

スケジュール（１年目）
令和２年度(１年目：Ｍ１)

7 8 9 10 11 12 1 2 3

種別 科目名 　 　 　 　 　 　 　 　 　

必修 　ＩｏＰ特別セミナー

必修  ＩｏＰ基礎科目 　 　 　 　 　 　 　 　 　

選必 　自大学専門科目群 　 　 　 　 　 　 　 　 　

必修  ＩｏＰ特別研究 　 　 　 　 　 　 　 　 　

選択  ＩｏＰ特別インターン 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　　高知大学・高知工科大学・高知県立大学
　　　各自大学専攻課程における専門科目

　各大学、各研究室にて修論研究

2講座
実施済

2講座
予定

2講座
予定

2講座
予定

2講座
予定

2講座
予定

集中
講座

IoP研究推進部会IoP研究会
(2～3月で実施予定)

院生M2最終発表の【聴講】

IoP研究推進部会IoP研究会
(8～10月で実施予定)

院生M2中間発表の【聴講】

　　　　　　　　　　インターン担当教員との面談・実習先調整等（7月より随時受付）

実習先でのインターン（10月より随時開始）

web開催

web開催

各大学の授業指
針による

・2019年度プログラム構築、2020年7月から始動
ＩｏＰ特別セミナー

＜7月プログラム＞
・7/15：高知大　北野特任教授（中心研究者）参加者46名（学生9名）
・7/29：工科大　福本教授（中心研究者）　　参加者48名（学生6名）
＜８月プログラム＞
・8/19：東京農大　内野教授（大課題リーダー）
・8/26：京都大　　土井教授（スーパーバイザー）
<９月以降プログラム>
　企業関係者、農研機構、高知県技術専門員等、6名の専門講師が登壇予定

Zoomによるwebセミナー（一般開放）

ＩｏＰ基礎 Zoomによるweb授業
9月中旬に開講

ＩｏＰ特別研究

ＩｏＰ特別インターンシップ

　ＩｏＰ研究推進部会との連携
　ＩｏＰ研究会内で学生研究発表を実施（予定）

7月から面談調整等・10月以降でインターン
学生のニーズを踏まえインターンシップ
計画を策定し、受け入れ企業と調整
（実施は新型コロナの状況等により判断）

２

Web
開催検討

新型コロナの状況
により実施を判断

（新型コロナ感染対策により、プログラムの一部を対面からweb形式に改めて実施）

7月15日から順次開講

３大学研究者による講義に加え、各機関研究施設訪問・意見交換等を実施

自大学専門科目群

各大学各専攻における専門科目を履修

学生はMoodle上で、後日履修可能



　②高知の最先端農業ＩｏＰ～Internet of Plants～（学士課程）

　内閣府地方大学・地域産業創生交付金事業「“ＩｏＰ（Internet of Plants）” が導く「Next次世代型施設園芸農業」への進化」
  人材育成部会の取り組み（学生教育［２］）Next次世代教育チーム

３

開催日 テーマ

9/14(月)
高知大

ＩｏＰプロジェクト～産官学の取り組み～
ＩｏＰと農業の未来可能性
高知の施設園芸とＩｏＰ
高知大学ＩｏＰハウス（施設見学）

9/15(火)
高知大

環境制御と養液栽培
作業効率と省力化
高知県のＩｏＰ研究（農技センター施設見学）
環境制御の現場見学（南国スタイル施設見学）

9/16(水)
工科大　

確率・統計、情報理論
画像センシング
機械学習・人工知能(AI)
高知工科大学ＩｏＰハウス（施設見学）

9/17(木)
県立大

栄養素分析
栄養機能

9/18(金)
高知大　

サステナブル農業とSDGs
6次産業とフードビジネス
振り返り自習
全体会（意見交換）

異分野専門領域（農・情報・健康栄養）の基礎
を学ぶ （※内容は一部変更となる場合有）

カリキュラム概要・イメージ

高知大学

高知県立大学高知工科大学

高知の最先端農
業ＩｏＰ

(Internet of 
Plants)

2単位・集中講義

ＩｏＰと農業未来可
能性、高知の施設園
芸とＩｏＰ、環境制
御と溶液栽培、作業
効率と省力化、6次
産業化、SDGs等

栄養素分析
栄養機能

確率統計情報理論
画像センシング
機械学習・AI

事項 内容

科目名 高知の最先端農業ＩｏＰ
(Internet of Plants)

形式
集中講義形式（9月）
ＩｏＰ連携プログラム(修士)
ＩｏＰ基礎科目と連動

設置
形態

高知大学・高知工科大学に
科目新設。（高知県立大学
は単位互換制度により履修）

担当
教員

３大学教員によるオムニバス
授業

情報分野 健康栄養分野

農業分野

シラバス（授業題目）

・新型コロナ感染対策の為、バスによる施設見学は取りやめ、すべて、ZOOM
　によるオンライン授業に切り替えて実施
・施設見学は、講師等による現地からのライブ中継にて実施予定
・授業はすべてレコーディングし、各大学授業システム（Moodle等）との連携　
　により、通信障害等によるLOSTに対するバックアップ対策も講じる

・2019年度プログラム構築
　2020年９月実施



　内閣府地方大学・地域産業創生交付金事業「“ＩｏＰ（Internet of Plants）” が導く「Next次世代型施設園芸農業」への進化」
  人材育成部会の取り組み（ 社会人教育［１］）ＩｏＰ塾チーム

　　上半期：ＩｏＰ塾（南国教室）7月～8月

・新型コロナ感染対策の為、ZOOMオンライン講座に切り替えて実施
・2020年度より、各講座を「ＩｏＰ塾archives」として、ＩｏＰホーム
　ページに掲載（9月open予定）
・従来の基本３講座に加え、ＩｏＰ研究者による特別講座を実施
・7/30時点（5回開催）で延べ156名が受講

　下半期：ＩｏＰ塾（四万十教室）10月～3月

・新型コロナウイルスの状況を踏まえ、オンライン講座で検討中
・3Unit講座（１Unit：10講座程度）を実施予定

植物生理等の基礎講
座 そもそも講座 実践のための

基礎知識講座

特別講座
（ＩｏＰ研究者）

・環境データと作物生理生態データの可視化と共有化
　から見えるもの
・IoT入門～農業と情報通信
・気象学から見たIoPの可能性
・省力化に向けた整枝技術

・何のために光合成するのか
・植物にとってちょうどいい
　温度とは
・植物と水の関係とは
・植物体はなにで構成されて
　いるのか

・光・炭酸ガス管理の基礎知識
・温湿度管理の基礎知識
・かん水管理の基礎知識
 （土壌・培地）
・養液栽培の基礎知識

・植物の進化と光合成
・光合成産物の移動と利用
・植物における水収支
・無機栄養

植物生理等の基礎講
座 ８講座 そもそも講座 ８講座

実践のための
基礎知識講座 ８講座 特別講座

（ＩｏＰ研究者） ４講座

予定講座数（現時点）

※その他、JA・研究会、農大、農業高校等でも実施予定

①ＩｏＰ塾
2020年度

※新型コロナウイルスにより、３月開催分中止

・受講申込者数：106名
・受講延べ人数：346名
  （農業者171名、研修生105名、農業者以外（企業等）70名）
  （男性288名、女性57名、未記入1名）
・修了生県内就職者数：5名
  （高知県農業担い手育成センター研修生　2020年3月時点調べ）

講座理解度
91％

内容関心度
92％

資料のわかりやすさ
88％

講師話し方・対応等
94％

今後に役立つ
91％

さらに自分で学びたい
86％

　　　　ＩｏＰ塾（四万十教室）10月～2月2019年度

その他、安芸教室１回、南国教室２回実施
※新型コロナ感染対策により、JA土佐れいほく、JA春野、
　JA土佐くろしお開催分は次年度に延期 ４



　内閣府地方大学・地域産業創生交付金事業「“ＩｏＰ（Internet of Plants）” が導く「Next次世代型施設園芸農業」への進化」
  人材育成部会の取り組み（ 社会人教育［１］）ＩｏＰ塾チーム

ＩｏＰ塾　 Archives

Sample動画

動画撮影の様子②動画撮影の様子①

5

IoP塾　イメージ動画



②土佐FBC‐Sコース

　内閣府地方大学・地域産業創生交付金事業「“ＩｏＰ（Internet of Plants）” が導く「Next次世代型施設園芸農業」への進化」
  人材育成部会の取り組み（ 社会人教育［２］）土佐FBC－Sチーム

２０１９年 ２０２０年 ２０２１年
７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ～ ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

農化四国
支部例会 審査会 修了式

チームｍｔｇ
プロポーザル
環境分析・開発戦略
案

事業戦略決定
テーマ決定 個別研究

データまとめ
学会エントリー

・Sコース１期生の主な研究テーマ
　アスリート向け食品の開発
　日本初の機能性食品届け出　　　　　→　2件届出実績
　新規海藻加工品
　ヒトとペットがともに気持ちよくなる皮膚ケア
　飼料がミルクの品質に及ぼす影響
　音楽と食による癒し空間
　四国内未利用資源の開発可能性についての調査研究

　　　Sコース（第１期生）2019年度

・受講者数：令和元年度９名入学(男性５名・女性３名)

　うち企業団体等の代表・取締役等７名

Webオンライン
　　システムの導入
・Sコース
　zoomによる同期型オンライン授業
・(参考)BBコース
　gacco(NTT docomo)との提携による
　非同期型オンライン講座
 （主に座学で実施）

・受講者数：令和２年度８名入学
　　　　　　　　　　　　　　　　　（男性５名・女性３名）
・事業戦略策定に向け、企業団体等の課題等
　につき、3C・SWOT・PEST・4P等の
　マーケティングツールを駆使し、チーム
　で磨き上げを行う。

【Sコース授業スケジュール（２年間）】
土佐FBC成果発表会は、新型コロナ感染対策を踏まえ延期

Sコース受講生　現時点進捗（１名休学中）

　　　Sコース（第２期生）2020年度 令和２年度開講式（Webオンライン）
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